
教科指導重点コース 造形・創造科学系

        蜂須賀季鈴

1.主題設定の理由

1-1.「易しいゲーム」の教材開発理由

中学校学習指導要領（平成 年告示）解説保健体

育編では、「豊かなスポーツライフを実現する」こと

を目指している。そのための資質・能力を育てるため

の記述が次の通りである。

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力

を育てるためには、体を動かすことが，情緒面や知

的な発達を促し，集団的活動や身体表現などを通し

てコミュニケーション能力を育成することや，筋道

を立てて練習や作戦を考え，改善の方法などを互い

に話し合う活動などを通して論理的思考力を育むこ

とにも資することを踏まえ，運動の楽しさや喜びを

味わえるよう基本的な運動の技能や知識を確実に身

に付けるとともに、それらを活用して、自他の運動

の課題を解決するなどの学習をバランスよく行うこ

とが重要である。（下線部は筆者が引いた）

このことを踏まえ、私は「誰でも運動の楽しさや喜

びを味わえる保健体育科の授業づくりを大切にして、

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力、

特に、コミュニケーション能力を育成したい」と考え

る。しかし、私が目指す保健体育科の授業づくりは簡

単ではないと考える。それは「コミュニケーション能

力の育成」や「誰でも運動の楽しさや喜びを味わう」

と言葉では分かりそうなことでも、実践の場でどのよ

うに他者と運動中などでの関わり合いから生まれる学

びを創るのか、とても難しいと考えるからである。さ

らに、誰もが運動の楽しさや喜びを味わう授業を本当

に創れるのかと悩んだからだ。教職大学院の授業や実

習を通して、その実現の鍵は競技スポーツからの解放

にあると考えた。競技スポーツを行う保健体育科の授

業は、競技スポーツで使用する技能を求め、競技スポ

ーツのルールで行うことになる。このような授業では、

運動が得意な生徒だけで授業が成り立ち、運動が苦手

な生徒、ボールが怖い生徒などは、保健体育科の学び、

他者と運動中などでの関わり合いから生まれる学びの

機会は失われ、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力を育てることは難しいと考える。そこで

私は競技ではない球技の教材として「易しいゲーム」

に着目して、「誰でも運動の楽しさや喜びを味わえる

保健体育科の授業を創りたい」と考えた。

1-2.「易しいゲーム」とは

「易しいゲーム」について小学校学習指導要領（平

成 年告示）解説体育編（以下、「小学校解説」と

する）に次の記述がある。

ボールゲームでは，その行い方を知るとともに、簡

単なボール操作と簡単な攻めや守りの動きなどのボ

ールを持たないときの動きによって，コート内で攻

守入り交じって，的やゴールに向かってボールを投

げたり蹴ったりする簡単な規則で行われる易しいゲ

ーム（以下省略）

競技スポーツのように公式なルールでゲームを行う

とすると、必要となる技能が高くなり、すべての生徒

がゲームを楽しむことは困難である。そこで、保健体

育科における「易しいゲーム」を開発及び実践を行う

ことにより、すべての生徒が競技ではなく球技を学ぶ

ことができ、 私が目指す授業に近づくことができる

と考えた。本研究では、ゴール型球技の「易しいゲー

ム」の教材開発と実践を行った。なお、本研究の「易

しいゲーム」とは先の小学校解説の考え方を採用する

とともに、生徒の学びの状況に応じて変えるものとす

る。

2.研究実践

2-1.研究目的

本研究の目的は、ゴール型球技の「易しいゲーム」

の教材開発と実践を行い、誰でも運動の楽しさや喜び

を味わえる保健体育科の授業づくりを目指すことであ

る。

2-2.研究仮説

ゴール型球技の「易しいゲーム」の教材開発と実践

を行うこと（必要な手立てを施した実践）により、誰

もが運動の楽しさや喜びを味わえる保健体育科の授業

づくりを目指すことができるであろう。なお、誰もが

運動の楽しさや喜びを味わえるということは、本研究

の「易しいゲーム」は「体育」の見方・考え方にとど

まらず、「運動」や「球技」の見方・考え方への効果

の範囲を広げ、豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力の育成につながるであろう。

2-3. 実践の手立て

本研究では、「易しいゲーム」の開発を「手立て 」

とする。しかし、教材の開発だけでは実践はできない。

実践化を図るには、豊かなスポーツライフを実現する

ための資質・能力、特にコミュニケーション能力の育

ゴゴーールル型型球球技技ににおおけけるる「「易易ししいいゲゲーームム」」のの教教材材開開発発とと効効果果にに関関すするる研研究究

――中中学学校校第第 学学年年のの授授業業実実践践よよりり――

では関心・意欲と学び方が に下がっている 同じ形

式でリーグ戦を続けてきて新鮮味がなくなってきたの

ではないかと考えている この結果からゲーム中心の

授業を展開する中でも何か変化を加えることが必要な

のではないかということが考えられる その中で 時

間目で に戻ってきたのは リーグ戦の前にチームで

の作戦を立てて ホワイトボードに記入することで前

時間から少しだけ変化が加わり 新鮮味が生まれた

からではないかと考察できる

図図４４ 形形成成的的授授業業評評価価
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本実践では 実践後にアンケートをおこなった 割

以上の人が楽しかったと回答した中 人の生徒があ

まり楽しくなかったと回答した 理由は同じチームば

かりという理由であったが チーム編成の点において

もう少し配慮が必要であったと反省している

また 時間目の授業では ルールを簡易的にして

伝えたもののルールを徹底させることが出来ず 生徒

からどうしたらいいですか？という声をたくさんいた

だいた 初めのルール説明の段階で何を一番考えてほ

しいのか 伝えたいことを明確にする必要があった そ

のため 中盤から終盤にかけてルールは丁寧に毎回伝

えることをおこなったため もう少し効率よくゲーム

に入ることが出来たのではないかと考える

そして 形成的授業評価の結果からもわかるように

ゲーム中心の授業を展開する際に変化を加える必要が

あったのではないかと反省している

以上 点を踏まえて 生徒に伝えることをもっと明

確にはっきりと伝えること 生徒一人ひとりに目を向

けて配慮を怠らないことを目標に頑張って行きたい

ⅧⅧ 終終わわりりにに

本研究では 生徒が今持っている技能で参加するこ

とが出来るゲームを設定した そして 戦術的な気づき

に着目しながらゲーム中心の授業を展開していくこと

で 生徒たちに運動（球技）をすることは楽しいと感じ

てもらうことを目的として研究をおこなった

本実践では 簡単なルールを提示し 誰でも参加でき

る授業を展開したことで 生徒たちができることを増

やし 全員が積極的に参加していくことができた そし

て 運動の特性である楽しさを感じさせることが出来

たと考えられる 今後も 生徒が積極的に参加し 楽し

いと感じる体育の授業づくりをおこなっていきたい
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期間： 年 月 日 木 ～ 月 日 金

単元： 球技 ゴール型

「コーンをさわれ」、「まくらぐびー」

2-5.単元計画と授業の実際（単元履歴） 

①単元計画 

本研究における「易しいゲーム」は生徒の学びの状

況に応じて変えるものとするため、生徒の学習状況に

応じて単元指導計画も適宜、修正変更しながら行った。

そのため、授業前（表１）と実際の単元履歴（表 ・

・ ）に違いがある。

表１ 授業前の単元指導計画

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート※

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

～ ・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

② 組の授業の実際（単元履歴）

組は、第 時の時、学級閉鎖になってしまい、１

週間授業ができなかった。そのため、学びが途切れ忘

れてしまっていたため、第 時から第５時まで「コー

ンをさわれ」を行った（表 ）。

表 組の単元履歴

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

～ ・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

③ 組の授業の実際（単元履歴）

組は、第 時で生徒に「団体戦を行いたい？目を

つぶって手を挙げてみて」と尋ねると、 名の生徒

が「団体戦を行わない」に手を挙げたため、手立て

を行った（表 ）。

表 組の単元履歴

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

④25組の授業の実際（単元履歴） 

組は、第 時で生徒に「団体戦を行いたい？目を

つぶって手を挙げてみて」と尋ねると、 名の生徒

が「団体戦を行う」に手を挙げたため、手立て を行

った（表 ）。

表 組の単元履歴

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

～ ・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

2-6.検証方法 

①毎時の実践記録（授業中の気になったメモ書きや

授業内の生徒の発言や様子）を作成した。その際、動

画を補足的に活用した。

②実践記録及び生徒のアンケート、ワークシート、

振り返りシートを単元前後で比較分析した。

③個別の学びを検討するために、抽出生徒を選定し

て、①②及びワークシートの記述内容を総合的に検討

した。

④単元前後のアンケートの比較分析では、生徒が

「体育」「運動」「球技」に対してどのように思ってい

るのか知るために行った。「体育」とは、学校で行わ

れる保健体育科の授業のことを指す。「運動」とは体

を動かすこと全般を指す。保健体育科の授業の中で行

われる「運動」とは別で考える。「球技」とはボール

やボールの類似品を使って行うスポーツのことを指す。

易しいゲームの効果が「体育」に完結せず、「運動」

や「球技」といった波及効果にも期待できると考えた。

2-7. 抽出生徒について 

本研究の抽出生徒は 名 第 時で「体育」「運動」

「球技」の全てが「嫌い」と答えた生徒 名、「体育」

「運動」「球技」の全てが「好き」と答えた生徒 名

成に際して、「手立て１」の「易しいゲーム」は生徒

たちの「困ったこと」や「気づいたこと」の全体共有

しやすくなると考える（手立て２）。また、「易しいゲ

ーム」は「ゲーム 振り返り ゲーム」の学習展開を活

性化させ（手立て３）、互いの応援（手立て４）や教

師の声かけ（手立て５）も焦点化でき、学習効果が期

待できると考える。各手だてを整理しておく。

①手立て 1「易しいゲーム」 

つのゴール型球技の「易しいゲーム」として、

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」を開発し、実

践した。

「コーンをさわれ」 

「まくらぐびー」 

○人数、チーム、コート、時間

・「コーンをさわれ」と同じ

○ボールの代わり

・枕 約 ×約

○勝敗

・攻撃側は枕を持って、守りの最終ラインを枕 つ

でも越えたら勝ち

・守備側は最終ラインを越えさせなかったら勝ち

○ルール

・攻撃のチームは枕を つ持つ

・枕を前にパスしてはいけない。真横が後ろなら

パスしてもいい

・攻撃側が持っている枕を奪わない。奪ってもい

い場合は、パスカットした枕か地面に落ちてい

る枕のみにする。一度守備に奪われた枕は攻撃

で使えない

・その他のルールは「コーンをさわれ」と同じ。

必要があれば追加していく

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」の教材配列

に際しては、初めから「まくらぐびー」を行ってしま

うと、コート内での選択肢が増えることで考えること

が多くなってしまい、生徒の学びの現状を踏まえると、

学びが円滑に進まないと考えた。また、ボールではな

く、枕を使用することにより、ボールに対して恐怖心

を持っている生徒が楽しく球技の学びを学ぶことがで

きるのではないかと考え、実践した。

②手立て 2「困ったこと」「気づいたこと」全体共有 

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」の初回授業

では、「易しいゲーム 困ったこと、気づいたことを記

述 易しいゲーム 困ったこと、気づいたことを記述」

の展開で行った。次時では、「困ったこと」「気づいた

こと」を全体共有し、手立て の展開で行った。

③手立て 3「易しいゲーム-振り返り-易しいゲーム」

の繰り返し 

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」の初回授業

を除いては、「易しいゲーム 振り返り 易しいゲーム

振り返り」の展開で行った。振り返りでは、作戦など

をワークシートに記述した。「コーンをさわれ」では

授業内で攻守を入れ替わり行ったが、「まくらぐびー」

では、振り返りの学びを生かせるようにするために、

授業内での攻守の入れ替わり即座に行わず、授業毎で

攻守の入れ替わりをし、攻守を固定して行った。

④手立て 4「応援」(易しいゲームの団体戦) 

他者を応援「する」ということは、様々なことを通

して経験している生徒は多いと考える。例えば、プロ

スポーツ選手に向かって手拍手などで応援をしたり、

好きな俳優やアーティストの映画やライブに行って声

援を送るなど、様々な応援の形がある。しかし、声を

出して応援「する」ことと、他者から声を出して応援

「される」という経験はあまりしていないと考える。

例えば、球技のスポーツなら声を出して応援「される」

のは、試合に出られる人だけであり、試合に出られな

い人はその経験ができない。そのため、他者に対して

声を出して応援「する」ことと、他者から応援「され

る」経験をし、スポーツの楽しさや喜びを感じてもら

うため団体戦を行った。

⑤手立て 5「易しいゲームと教師の声かけ」 

生徒に対して積極的な声かけやポジティブな声かけ

を心掛けた。授業を行っていくなかで、生徒と話して

いくことにより、今どのようなことを思っているのか

知ることができると考え、行った。ポジティブな声か

けを行っていくことにより、生徒から自発的に仲間な

どに対してポジティブな声かけを行うことができると

考え、行った。また、意図的に行ったわけではないが、

生徒のゲームを見て、生徒と共に一喜一憂し、ポジテ

ィブな言葉をかけていた。タッチやゴールした場面を

見たら、一緒に喜び、惜しくもタッチやゴールできな

かった場面を見たら、一緒に悔しがった。

2-4.対象・実施期間 

対象：豊田市立公立中学校 第 学年

学級 名、実際に行ったのは 名

学級 名、実際に行ったのは 名

学級 名、実際に行ったのは 名

○人数

・ 人

○コート

・コート幅は約 、コートの長さは約

○時間

・ 秒

○勝敗

・攻撃側はコーンにタッチしたら勝ち

・守備側は 秒間コーンにタッチさせなかったら

勝ち

○ルール

・ビブスを つ左右どちらかの腰につける

・タックルや故意な接触はなし

・ビブスをとられたら、取った人は地面に置き、

取られた人はビブスを自分で腰につけたら動い

ていい

・生徒から要望があれば追加する
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期間： 年 月 日 木 ～ 月 日 金

単元： 球技 ゴール型

「コーンをさわれ」、「まくらぐびー」

2-5.単元計画と授業の実際（単元履歴） 

①単元計画 

本研究における「易しいゲーム」は生徒の学びの状

況に応じて変えるものとするため、生徒の学習状況に

応じて単元指導計画も適宜、修正変更しながら行った。

そのため、授業前（表１）と実際の単元履歴（表 ・

・ ）に違いがある。

表１ 授業前の単元指導計画

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート※

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

～ ・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

② 組の授業の実際（単元履歴）

組は、第 時の時、学級閉鎖になってしまい、１

週間授業ができなかった。そのため、学びが途切れ忘

れてしまっていたため、第 時から第５時まで「コー

ンをさわれ」を行った（表 ）。

表 組の単元履歴

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

～ ・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

③ 組の授業の実際（単元履歴）

組は、第 時で生徒に「団体戦を行いたい？目を

つぶって手を挙げてみて」と尋ねると、 名の生徒

が「団体戦を行わない」に手を挙げたため、手立て

を行った（表 ）。

表 組の単元履歴

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

④25組の授業の実際（単元履歴） 

組は、第 時で生徒に「団体戦を行いたい？目を

つぶって手を挙げてみて」と尋ねると、 名の生徒

が「団体戦を行う」に手を挙げたため、手立て を行

った（表 ）。

表 組の単元履歴

時数 学習活動と手立て

・「体育」「運動」「球技」のアンケート

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・ ・

・「コーンをさわれ」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・ ・

攻守固定 第 時と第 時で入れ替え

・「まくらぐびー」 手だて１・ ・

～ ・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」 手だて ・ ・

・「まくらぐびー」「体育」「運動」「球技」

のアンケート

2-6.検証方法 

①毎時の実践記録（授業中の気になったメモ書きや

授業内の生徒の発言や様子）を作成した。その際、動

画を補足的に活用した。

②実践記録及び生徒のアンケート、ワークシート、

振り返りシートを単元前後で比較分析した。

③個別の学びを検討するために、抽出生徒を選定し

て、①②及びワークシートの記述内容を総合的に検討

した。

④単元前後のアンケートの比較分析では、生徒が

「体育」「運動」「球技」に対してどのように思ってい

るのか知るために行った。「体育」とは、学校で行わ

れる保健体育科の授業のことを指す。「運動」とは体

を動かすこと全般を指す。保健体育科の授業の中で行

われる「運動」とは別で考える。「球技」とはボール

やボールの類似品を使って行うスポーツのことを指す。

易しいゲームの効果が「体育」に完結せず、「運動」

や「球技」といった波及効果にも期待できると考えた。

2-7. 抽出生徒について 

本研究の抽出生徒は 名 第 時で「体育」「運動」

「球技」の全てが「嫌い」と答えた生徒 名、「体育」

「運動」「球技」の全てが「好き」と答えた生徒 名

成に際して、「手立て１」の「易しいゲーム」は生徒

たちの「困ったこと」や「気づいたこと」の全体共有

しやすくなると考える（手立て２）。また、「易しいゲ

ーム」は「ゲーム 振り返り ゲーム」の学習展開を活

性化させ（手立て３）、互いの応援（手立て４）や教

師の声かけ（手立て５）も焦点化でき、学習効果が期

待できると考える。各手だてを整理しておく。

①手立て 1「易しいゲーム」 

つのゴール型球技の「易しいゲーム」として、

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」を開発し、実

践した。

「コーンをさわれ」 

「まくらぐびー」 

○人数、チーム、コート、時間

・「コーンをさわれ」と同じ

○ボールの代わり

・枕 約 ×約

○勝敗

・攻撃側は枕を持って、守りの最終ラインを枕 つ

でも越えたら勝ち

・守備側は最終ラインを越えさせなかったら勝ち

○ルール

・攻撃のチームは枕を つ持つ

・枕を前にパスしてはいけない。真横が後ろなら

パスしてもいい

・攻撃側が持っている枕を奪わない。奪ってもい

い場合は、パスカットした枕か地面に落ちてい

る枕のみにする。一度守備に奪われた枕は攻撃

で使えない

・その他のルールは「コーンをさわれ」と同じ。

必要があれば追加していく

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」の教材配列

に際しては、初めから「まくらぐびー」を行ってしま

うと、コート内での選択肢が増えることで考えること

が多くなってしまい、生徒の学びの現状を踏まえると、

学びが円滑に進まないと考えた。また、ボールではな

く、枕を使用することにより、ボールに対して恐怖心

を持っている生徒が楽しく球技の学びを学ぶことがで

きるのではないかと考え、実践した。

②手立て 2「困ったこと」「気づいたこと」全体共有 

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」の初回授業

では、「易しいゲーム 困ったこと、気づいたことを記

述 易しいゲーム 困ったこと、気づいたことを記述」

の展開で行った。次時では、「困ったこと」「気づいた

こと」を全体共有し、手立て の展開で行った。

③手立て 3「易しいゲーム-振り返り-易しいゲーム」

の繰り返し 

「コーンをさわれ」と「まくらぐびー」の初回授業

を除いては、「易しいゲーム 振り返り 易しいゲーム

振り返り」の展開で行った。振り返りでは、作戦など

をワークシートに記述した。「コーンをさわれ」では

授業内で攻守を入れ替わり行ったが、「まくらぐびー」

では、振り返りの学びを生かせるようにするために、

授業内での攻守の入れ替わり即座に行わず、授業毎で

攻守の入れ替わりをし、攻守を固定して行った。

④手立て 4「応援」(易しいゲームの団体戦) 

他者を応援「する」ということは、様々なことを通

して経験している生徒は多いと考える。例えば、プロ

スポーツ選手に向かって手拍手などで応援をしたり、

好きな俳優やアーティストの映画やライブに行って声

援を送るなど、様々な応援の形がある。しかし、声を

出して応援「する」ことと、他者から声を出して応援

「される」という経験はあまりしていないと考える。

例えば、球技のスポーツなら声を出して応援「される」

のは、試合に出られる人だけであり、試合に出られな

い人はその経験ができない。そのため、他者に対して

声を出して応援「する」ことと、他者から応援「され

る」経験をし、スポーツの楽しさや喜びを感じてもら

うため団体戦を行った。

⑤手立て 5「易しいゲームと教師の声かけ」 

生徒に対して積極的な声かけやポジティブな声かけ

を心掛けた。授業を行っていくなかで、生徒と話して

いくことにより、今どのようなことを思っているのか

知ることができると考え、行った。ポジティブな声か

けを行っていくことにより、生徒から自発的に仲間な

どに対してポジティブな声かけを行うことができると

考え、行った。また、意図的に行ったわけではないが、

生徒のゲームを見て、生徒と共に一喜一憂し、ポジテ

ィブな言葉をかけていた。タッチやゴールした場面を

見たら、一緒に喜び、惜しくもタッチやゴールできな

かった場面を見たら、一緒に悔しがった。

2-4.対象・実施期間 

対象：豊田市立公立中学校 第 学年

学級 名、実際に行ったのは 名

学級 名、実際に行ったのは 名

学級 名、実際に行ったのは 名

○人数

・ 人

○コート

・コート幅は約 、コートの長さは約

○時間

・ 秒

○勝敗

・攻撃側はコーンにタッチしたら勝ち

・守備側は 秒間コーンにタッチさせなかったら

勝ち

○ルール

・ビブスを つ左右どちらかの腰につける

・タックルや故意な接触はなし

・ビブスをとられたら、取った人は地面に置き、

取られた人はビブスを自分で腰につけたら動い

ていい

・生徒から要望があれば追加する
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トの攻撃の所には、図で作戦が記述していた。

第 時

同チームのゲーム前後に拍手をして積極的に応援を

していた。また、ゲームに入る前に入念にチームで話

し合っており、ゲームに勝ったら喜びを分かち合って

いた。振り返りシートには、「他のチームの工夫して

いるところを見られて、新たに発見があった。自分の

チームを見ていると自然に応援したくなり、見ている

方も楽しかったです」と記述していた。

第 時

第 時ではなかった「がんばれ！」などの応援をし

ていた。団体のチーム全体の応援も第 時と比べて盛

り上がっており、チーム一体となってゲームを行なっ

ていた。

第 時

攻守ともに積極的に動いており、楽しそうにゲーム

を行なっていた。「体育」のアンケートでは、「第 時

より好きになった。理由は、体育で自分の動きの分析

やチームで作戦を立ててやるのは正直好きじゃなかっ

たけど、今回のまくらぐびーはいつも以上に作戦を立

てて実行するという事が楽しいと感じたので、前より

もっと好きになりました」と記述していた。「運動」

のアンケートでは、「第 時より好きになった。理由

は、体を動かすという事が自分自身の気持ちが晴れる

し、他の 人と協力し合いながら戦う仲間がいるのは

とても楽しいと思ったからです」と記述していた。

「球技」のアンケートでは、「第 時より好きになっ

た。理由は、ボールを投げるのではなく、パスをして

つなぐのが楽しいと感じたのは初めてでチームのみん

なと体育で協力し合いやるのが楽しいと感じたので前

よりもっと好きになりました」と記述していた。この

ように「まくらぐびー」を通しての「体育」「運動」

「球技」への感情が記述していた。まくらぐびーのア

ンケートでは、「とても楽しかった。理由は、チーム

全員で作戦を立てて実行し、修正する、もしくは新し

い作戦を立てて実行して繰り返す。これがうまくいっ

てゴールできた時はとても楽しかったです」と記述し

ていた。まくらくびー全体の振り返りと感想は以下の

通りに記述していた。

考察

「手立て 」を行ったことにより、運動が得意な生

徒だけのゲームにならず、チームで協力してゲームを

行う必要がある。抽出生徒 のチームは第 時から作

戦をゲーム中にも考えており、ゲームを行っていくに

つれ、成功した時のチームの喜びが増し、より楽しく

行うことができていた。また、第 時の「運動」「球

技」のアンケートで、仲間がいるということ、仲間と

協力することが楽しいと感じていることが分かる。こ

れらのことから、仲間と協力することが楽しいと感じ

ることができたのではないかと考える。

「手立て 」を行ったことにより、全体共有した気

づき 人で同じタイミングでコーンにタッチしに行

けば、だいたいタッチできる をゲームの作戦 ディフ

ェンスに 人に対して、 人で攻めたら隙ができる と

使い、作戦が成功させていた。このことから、仲間が

いるからこそ気づけることがあると感じたのではない

かと考える。

「手立て 」を行ったことにより、個人の工夫した

動き 回転やフェイントをするなど が抽出生徒 やチ

ーム全体で見られ、コーンにタッチすることやゴール

する回数が増えていった。また、ゲーム間の振り返り

を行い、ゲームで行った作戦がどうだったのかを記述

したこともコーンにタッチすることやゴールする回数

が増えていった つの要因であると考える。これらの

ことから空間を作り、空間に走り込む動きを学ぶこと

ができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、スポーツを「み

る」ことの楽しさを感じたと、第 時と第 時の抽出

生徒 の様子や振り返りシートから考える。

「手立て 」を行ったことにより、ゲームに対する

意欲が増したと特に第 時から考える。

2-8-2実践事例 2 

抽出生徒

チームは男子 人、女子 人。部活動は生活部。

第 時

「体育」のアンケートでは、「嫌い。理由は、今まで

の授業が楽しかったことが一度もないから」と記述し

ていた。「運動」のアンケートでは、「嫌い。理由は、

体を動かすのが好きじゃないから」と記述していた。

「球技」のアンケートでは、「嫌い。理由は、怖い。

うまくできない」と記述していた。攻撃では、後ろの

方でチームの 人の動きを見ているだけで、消極的に

ゲームを行っていた。戸惑っていて動けていないとい

うわけではなく、チームの 人に任せて「動かない」

様子であった。しかし、守備では、コーンの周りにい

て、相手が来たら動いていた。

第 時、第 時

第 時で困ったことを全体共有した時、うなずいて

いた。第 時と比べると積極的に動き、自分なりの方

法でゲームを行い、チームの一員として動こうとして

いることが、ゲームの動きや振り返りからわかった。

第 時ワークシートの攻撃の所には、「常に動き続け

る」、「一気に攻める」、「ビブスを相手に見せない」と

記述していた。守備の所には、「一定の距離を取る 近

づけないから 」「ガツガツ行き過ぎない」と記述して

いた。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新

たに「小さいコーンギリギリのところにつったってい

る」と記述していた。第 時ワークシートの攻撃の所

には、「一気に攻める」、「一気に攻める」、「ゆっくり

でいいから進み続ける」、「おとりをつくる 時と場合

による 」と記述していた。また、ゲームを振り返

を抽出した。 名にした理由は、第 時で答えたアン

ケートの感情別 「嫌い」「好き」 に変容を見るため

である。

2-8.実践事例と考察 

2-8-1実践事例 1 

抽出生徒 A

チームは男子 人、女子 人。部活動はソフトボー

ル。

第 時

「体育」のアンケートでは、「好き。理由は、体を

動かすのが好きだから」と記述していた。「運動」の

アンケートでは、「好き。理由は、体を動かすのが好

きだから」と記述していた。「球技」のアンケートで

は、「好き。理由は、ボールを投げるのが得意だか

ら」と記述していた。初めて「コーンをさわれ」を行

った。攻守ともに積極的に動いており、戸惑いは感じ

られなかった。しかし、攻撃ではチームの人とよく話

し合い、作戦を立てゲームを行なっている様子だっ

た。振り返りシートからも作戦を立てていたことがわ

かる。振り返りシートには「今回はいろいろ作戦をた

ててやったので、次回もいろいろ作戦をたててやって

みたいです」と記述していた。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、特に

反応がなかった。攻守ともに積極的に動いていた。チ

ームの作戦を行い、役割を果たしていた。チームとし

てはコーンにタッチできたが、抽出生徒 がコーンに

タッチすることはなかった。ワークシートの攻撃の所

には、「ビブスを相手のいない方に向ける」、「 人で

一気に攻める」と記述していた。また、ゲームを振り

返り、話し合いのなかで新たに「ディフェンスに 人

に対して、 人で攻めたら隙ができる」と記述してい

た。守備の所には、「試合が始まる前に誰が誰を守る

か決めておいて、 対 の状態にする」と記述してい

た。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新た

に「バスケのディフェンスみたいにつく」と記述して

いた。振り返りシートには、「紙で書いたこと以外で

もやってみたり、うまくいった作戦もあったので、今

回のことを生かしながら次の作戦を立てたいです」と

記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、回転

し、相手をかわしてコーンにタッチすることができて

いた。しかし、相手が

横一列に並んで守備し

ている時、どのように

攻めたらいいかわから

ない様子であった。守

備では、ビブスを取り

に行くのではなく、ゴ

ールされないように防

ぐことを意識していた

ことが、ワークシート

からわかった。ワーク

シートの攻撃の所に

は、「ビブスをつけている方に敵がいないようにす

る」、「 人で一気に攻める」、「守備 人に対して 人

で攻める」と記述していた。また、ゲームを振り返

り、話し合いのなかで新たに図に表した作戦などがあ

った。守備の所には、「誰が誰を狙うか決めて 対

の状態にする」、「バスケのディフェンスみたいにす

る」と記述していた。また、ゲームを振り返り、話し

合いのなかで新たに「取るんじゃなくて防ぐ」と記述

していた。

第 時

初めて「まくらぐびー」を行った。しかし、攻守と

もに戸惑いは感じられなかった。初めのゲームの時か

らパスを使ってゴールしようとしていた。ワークシー

トの攻撃の所には、図で作戦が記述していた。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、特に

反応がなかった。守備を主に行った。積極的に動いて

いた。ゲームを見ていて、ゴールされることが多かっ

たため、抽出生徒 に「作戦成功している？」と尋ね

たら、「チームによって通じない作戦があるので、い

ろいろな作戦を試してみています」と言っていた。し

かし、抽出生徒 が抜かれてゴールされることは少な

かった。ワークシートの守備の所には、「枕もってい

る 人 中心に攻める」と記述していた。また、ゲーム

を振り返り、話し合いのなかで新たに「取るより守り

きる」、「枕は関係なくとりまくる」と記述していた。

第 時

攻撃を主に行った。積極的に動いていた。作戦が１

番成功しており、チー

ムで喜び合っていた。

抽出生徒 も多くのゴ

ールを決めており、個

人の動きのフェイント

がとても成功してい

た。私は抽出生徒 に

「ナイス！すごくい

い！」と言うと、「あ

り が と う ご ざ い ま

す！」と嬉しそうに言

っていた。ワークシー
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トの攻撃の所には、図で作戦が記述していた。

第 時

同チームのゲーム前後に拍手をして積極的に応援を

していた。また、ゲームに入る前に入念にチームで話

し合っており、ゲームに勝ったら喜びを分かち合って

いた。振り返りシートには、「他のチームの工夫して

いるところを見られて、新たに発見があった。自分の

チームを見ていると自然に応援したくなり、見ている

方も楽しかったです」と記述していた。

第 時

第 時ではなかった「がんばれ！」などの応援をし

ていた。団体のチーム全体の応援も第 時と比べて盛

り上がっており、チーム一体となってゲームを行なっ

ていた。

第 時

攻守ともに積極的に動いており、楽しそうにゲーム

を行なっていた。「体育」のアンケートでは、「第 時

より好きになった。理由は、体育で自分の動きの分析

やチームで作戦を立ててやるのは正直好きじゃなかっ

たけど、今回のまくらぐびーはいつも以上に作戦を立

てて実行するという事が楽しいと感じたので、前より

もっと好きになりました」と記述していた。「運動」

のアンケートでは、「第 時より好きになった。理由

は、体を動かすという事が自分自身の気持ちが晴れる

し、他の 人と協力し合いながら戦う仲間がいるのは

とても楽しいと思ったからです」と記述していた。

「球技」のアンケートでは、「第 時より好きになっ

た。理由は、ボールを投げるのではなく、パスをして

つなぐのが楽しいと感じたのは初めてでチームのみん

なと体育で協力し合いやるのが楽しいと感じたので前

よりもっと好きになりました」と記述していた。この

ように「まくらぐびー」を通しての「体育」「運動」

「球技」への感情が記述していた。まくらぐびーのア

ンケートでは、「とても楽しかった。理由は、チーム

全員で作戦を立てて実行し、修正する、もしくは新し

い作戦を立てて実行して繰り返す。これがうまくいっ

てゴールできた時はとても楽しかったです」と記述し

ていた。まくらくびー全体の振り返りと感想は以下の

通りに記述していた。

考察

「手立て 」を行ったことにより、運動が得意な生

徒だけのゲームにならず、チームで協力してゲームを

行う必要がある。抽出生徒 のチームは第 時から作

戦をゲーム中にも考えており、ゲームを行っていくに

つれ、成功した時のチームの喜びが増し、より楽しく

行うことができていた。また、第 時の「運動」「球

技」のアンケートで、仲間がいるということ、仲間と

協力することが楽しいと感じていることが分かる。こ

れらのことから、仲間と協力することが楽しいと感じ

ることができたのではないかと考える。

「手立て 」を行ったことにより、全体共有した気

づき 人で同じタイミングでコーンにタッチしに行

けば、だいたいタッチできる をゲームの作戦 ディフ

ェンスに 人に対して、 人で攻めたら隙ができる と

使い、作戦が成功させていた。このことから、仲間が

いるからこそ気づけることがあると感じたのではない

かと考える。

「手立て 」を行ったことにより、個人の工夫した

動き 回転やフェイントをするなど が抽出生徒 やチ

ーム全体で見られ、コーンにタッチすることやゴール

する回数が増えていった。また、ゲーム間の振り返り

を行い、ゲームで行った作戦がどうだったのかを記述

したこともコーンにタッチすることやゴールする回数

が増えていった つの要因であると考える。これらの

ことから空間を作り、空間に走り込む動きを学ぶこと

ができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、スポーツを「み

る」ことの楽しさを感じたと、第 時と第 時の抽出

生徒 の様子や振り返りシートから考える。

「手立て 」を行ったことにより、ゲームに対する

意欲が増したと特に第 時から考える。

2-8-2実践事例 2 

抽出生徒

チームは男子 人、女子 人。部活動は生活部。

第 時

「体育」のアンケートでは、「嫌い。理由は、今まで

の授業が楽しかったことが一度もないから」と記述し

ていた。「運動」のアンケートでは、「嫌い。理由は、

体を動かすのが好きじゃないから」と記述していた。

「球技」のアンケートでは、「嫌い。理由は、怖い。

うまくできない」と記述していた。攻撃では、後ろの

方でチームの 人の動きを見ているだけで、消極的に

ゲームを行っていた。戸惑っていて動けていないとい

うわけではなく、チームの 人に任せて「動かない」

様子であった。しかし、守備では、コーンの周りにい

て、相手が来たら動いていた。

第 時、第 時

第 時で困ったことを全体共有した時、うなずいて

いた。第 時と比べると積極的に動き、自分なりの方

法でゲームを行い、チームの一員として動こうとして

いることが、ゲームの動きや振り返りからわかった。

第 時ワークシートの攻撃の所には、「常に動き続け

る」、「一気に攻める」、「ビブスを相手に見せない」と

記述していた。守備の所には、「一定の距離を取る 近

づけないから 」「ガツガツ行き過ぎない」と記述して

いた。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新

たに「小さいコーンギリギリのところにつったってい

る」と記述していた。第 時ワークシートの攻撃の所

には、「一気に攻める」、「一気に攻める」、「ゆっくり

でいいから進み続ける」、「おとりをつくる 時と場合

による 」と記述していた。また、ゲームを振り返

を抽出した。 名にした理由は、第 時で答えたアン

ケートの感情別 「嫌い」「好き」 に変容を見るため

である。

2-8.実践事例と考察 

2-8-1実践事例 1 

抽出生徒 A

チームは男子 人、女子 人。部活動はソフトボー

ル。

第 時

「体育」のアンケートでは、「好き。理由は、体を

動かすのが好きだから」と記述していた。「運動」の

アンケートでは、「好き。理由は、体を動かすのが好

きだから」と記述していた。「球技」のアンケートで

は、「好き。理由は、ボールを投げるのが得意だか

ら」と記述していた。初めて「コーンをさわれ」を行

った。攻守ともに積極的に動いており、戸惑いは感じ

られなかった。しかし、攻撃ではチームの人とよく話

し合い、作戦を立てゲームを行なっている様子だっ

た。振り返りシートからも作戦を立てていたことがわ

かる。振り返りシートには「今回はいろいろ作戦をた

ててやったので、次回もいろいろ作戦をたててやって

みたいです」と記述していた。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、特に

反応がなかった。攻守ともに積極的に動いていた。チ

ームの作戦を行い、役割を果たしていた。チームとし

てはコーンにタッチできたが、抽出生徒 がコーンに

タッチすることはなかった。ワークシートの攻撃の所

には、「ビブスを相手のいない方に向ける」、「 人で

一気に攻める」と記述していた。また、ゲームを振り

返り、話し合いのなかで新たに「ディフェンスに 人

に対して、 人で攻めたら隙ができる」と記述してい

た。守備の所には、「試合が始まる前に誰が誰を守る

か決めておいて、 対 の状態にする」と記述してい

た。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新た

に「バスケのディフェンスみたいにつく」と記述して

いた。振り返りシートには、「紙で書いたこと以外で

もやってみたり、うまくいった作戦もあったので、今

回のことを生かしながら次の作戦を立てたいです」と

記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、回転

し、相手をかわしてコーンにタッチすることができて

いた。しかし、相手が

横一列に並んで守備し

ている時、どのように

攻めたらいいかわから

ない様子であった。守

備では、ビブスを取り

に行くのではなく、ゴ

ールされないように防

ぐことを意識していた

ことが、ワークシート

からわかった。ワーク

シートの攻撃の所に

は、「ビブスをつけている方に敵がいないようにす

る」、「 人で一気に攻める」、「守備 人に対して 人

で攻める」と記述していた。また、ゲームを振り返

り、話し合いのなかで新たに図に表した作戦などがあ

った。守備の所には、「誰が誰を狙うか決めて 対

の状態にする」、「バスケのディフェンスみたいにす

る」と記述していた。また、ゲームを振り返り、話し

合いのなかで新たに「取るんじゃなくて防ぐ」と記述

していた。

第 時

初めて「まくらぐびー」を行った。しかし、攻守と

もに戸惑いは感じられなかった。初めのゲームの時か

らパスを使ってゴールしようとしていた。ワークシー

トの攻撃の所には、図で作戦が記述していた。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、特に

反応がなかった。守備を主に行った。積極的に動いて

いた。ゲームを見ていて、ゴールされることが多かっ

たため、抽出生徒 に「作戦成功している？」と尋ね

たら、「チームによって通じない作戦があるので、い

ろいろな作戦を試してみています」と言っていた。し

かし、抽出生徒 が抜かれてゴールされることは少な

かった。ワークシートの守備の所には、「枕もってい

る 人 中心に攻める」と記述していた。また、ゲーム

を振り返り、話し合いのなかで新たに「取るより守り

きる」、「枕は関係なくとりまくる」と記述していた。

第 時

攻撃を主に行った。積極的に動いていた。作戦が１

番成功しており、チー

ムで喜び合っていた。

抽出生徒 も多くのゴ

ールを決めており、個

人の動きのフェイント

がとても成功してい

た。私は抽出生徒 に

「ナイス！すごくい

い！」と言うと、「あ

り が と う ご ざ い ま

す！」と嬉しそうに言

っていた。ワークシー
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で「困っていることが自分だけではない」という経験

をし、安心感が生まれたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、チームに適した

作戦や自己に適した動きを見つけることができていた。

このことから自己に適した動きを学ぶことができたと

考える。

「手立て 」を行ったことにより、スポーツを「み

る」ことの楽しさを感じたと、第 時の抽出生徒 の

様子や振り返りシートから考える。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 がど

のようなことを思っているのかが分かり、状況に適し

た声かけを行うことができた。また、抽出生徒 のプ

レーを見て褒めるとても嬉しそうにしており、より運

動に対する意欲が増したのではないかと、第 時のゲ

ームの動きや振り返りシートから考える。

2-8-3実践事例 3 

抽出生徒

チームは男子 人、女子 人。部活動は吹奏楽。

第 時

「体育」のアンケートでは、「嫌い。理由は、周り

ができていて自分ができていないことがあるから」と

記述していた。「運動」のアンケートでは、「嫌い。理

由は、体が動かない。思うようにできない」と記述し

ていた。「球技」のアンケートでは、「嫌い。理由は、

ボールのコントロールができない」と記述していた。

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、戸惑って

いる様子はなかった。「チームの 人が先に動いて様

子を見て、空いた空間に走り込む」という動きをして

いた。あまり成功していなかったが、楽しそうに行な

っていた。守備でも戸惑っている様子はなかった。

人に対して 人守備についていた。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、特に

反応がなかった。攻守ともに積極的に動いていた。前

回と同様の動きを行なっており、第 時と比べたら攻

守ともに成功していた。ワークシートの攻撃の所に

は、「ポジションによってビブスの位置を変える」、

「できるだけ止まらないで素早く行く」と記述してい

た。守備の所には、「 人 マーク」、「敵が下がったら

ついていかず、コーンを近くで待機する」と記述して

いた。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新

たに「目の前に来た敵を対応する。声を出す」と記述

していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、相手を

かわしてゴールする場面があった。第 時では、チー

ムで声を出し、「カバーお願い」などの声かけも行な

っていた。ワークシートの攻撃の所には、「無理に攻

めない」と記述していた。また、ゲームを振り返り、

話し合いのなかで新たに「 人がおとりになってった

ら抜けることがある」と記述していた。守備の所に

は、「 人 マーク」の図を記述していた。振り返りシ

ートには、「前回と比べれば、コーンにタッチできる

回数が増え、守備ができた時も多かった」と記述して

いた。

第 時

初めてまくらぐびーを行った。戸惑いは感じられな

かったが、うまくいかないことが多かったと感じた。

攻撃では、ゴールをしようと積極的に行なっていた。

守備では、前回までと同様で 人に対して 人守備を

ついていた。ワークシートの守備の所には、「枕を持

っている人より前の人は、パスされないからあまり注

意しなくてよい」と記述していた。

第 時

困ったことを全体共有した時、うなずいていた。主

に攻撃行った。積極的に動いており、チームでパスを

使用してゴールしようとする姿があった。おとりやパ

スをするふりをするなどの工夫をしていた。ゴールを

した時「よっしゃ！ナイスゴール！」というと「あり

がとうございます！」と嬉しそうに少し照れて言って

いた。振り返りシートには、「攻撃をする時にパスを

するふりなどをする作戦が出てきて上手くいった。最

後にいい作戦がでてきて良かった」と記述していた。

ワークシートの攻撃の所には、「パスをするふりをす

ると抜けられることがある」、「中の人が外にむかって

いって、枕をこそっともらう」、「 人おとりで 人行

く」と記述していた。

第 時

主に守備を行い、積極的に動いていた。枕を持って

いる人を抜けられないように前に詰め、守備をしてい

た。抜けられる回数がかなり減り、よい守備を行なっ

ていた。ワークシートの守備の所には、 人前に出て

人後ろにいく」と記述していた。

第 時、第 時

第 時は同団体のチームのゲーム後に拍手をしてい

た。第 時では、同団体のチームがゲームに入る前に

「頑張れー！」などの応援をチームで行い、抽出生徒

も声を出して応援していた。同チームがゲームに勝

ったら、とても嬉しそうに仲間と喜び合い、一喜一憂

していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。多くのゴールを決

めており、攻撃の技能が上達していると感じた。とて

も楽しそうにゲームを行い、まくらぐびーを終えた。

「体育」のアンケートでは、「第 時より好きになっ

た。理由は、体育はあまり好きじゃなかったけど面白

かったから」と記述していた。「運動」のアンケート

では、「第 時より好きになった。理由は、抜けられ

た時に楽しかったりしたから」と記述していた。「球

技」のアンケートでは、「第 時と変わらない。理由

は、パスなどがうまくいかずにチームに迷惑をかけた

から」と記述していた。このように「まくらぐびー」

を通しての「体育」「運動」「球技」への感情が記述し

ていた。まくらぐびーのアンケートでは、「とても楽

しかった。理由は、運動が得意じゃなくても活躍がで

きておもしろかったから」と記述していた。まくらく

びー全体の振り返りと感想は以下の通りに記述してい

た。

り、話し合いのなかで新たに「変な動きを入れる 斜

めとか 」と記述していた。守備の作戦には、「自分と

相手の距離を保つ 近すぎ×。 くらい？ 」、「スタ

ート時攻めの近く」と記述していた。第 時の振り返

りシートでは、「できる人は回転してよけたりできる

けど、私はできなかったのでやり方を考えたい。ビブ

スをとるのも相手が回転すると取りにくくなるので解

決策を考えたい」と記述していた。

第 時

枕が入ったことにより、攻撃を行う時、戸惑いなが

ら行なっていると感じた。消極的ではなく、どのよう

に動いたらいいかわからないといった様子であった。

話を聞くと、「前のゲームより難しいです」と言って

いた。ワークシートの攻撃の所には、「枕を持ってい

ない人は持っている人よりも後ろに」と記述してい

た。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新た

に「枕を持っていない人はおとり→前へ出る」と記述

していた。守備の所には、「一人一人がつく 対

で 」、「枕を持っている人優先でビブスを取りに行

く」、「前の方 攻撃の近く からスタート」と記述して

いた。

第 時

困ったことを全体共有した時、うなずいていた。守

備を主に行い、今までと比べて積極的に動いていた。

チームの作戦である「 人 人につく」を行なってお

り、多くのゲームで抽出生徒 が守らなければいけな

い相手を抜けさせないことができていた。守備が成功

して笑顔が見られた。この授業で、運動を行っての笑

顔は初めて見た。抜けさせないように守れたのが、相

手が女子の時で、男子の時は頑張っていたが抜かれて

ゴールされてしまっていた。ワークシートの守備の所

には、「 人に 人がつく」と記述していた。また、ゲ

ームを振り返り、話し合いのなかで新たに「ひきすぎ

×。いい感じにひく」と記述していた。

第 時

攻撃を主に行った。第 時と同様で積極的に動いて

いた。チームが作った空間に移動して、パスをもらお

うとしている姿が見られた。その姿を見て、私はチー

ムに「惜しかったな！今○○がすごくいいところにい

たのに！あと少しだったね！」と言った。抽出生徒

は笑顔で「たまたまですよ」と嬉しそうに言ってい

た。ワークシートの攻撃の所には、「一気に攻める」、

「ビブスを相手側にしない」、「枕を持っている 人が

前に出る 真後ろにいるとパスを出す時に場所が分か

りにくい？ 」、「斜めに動く」、「とられそうになった

ら○○君へ」と記述していた。振り返りシートには、

「今まであまり動いていなかったからかあまり警戒さ

れていないので、枕を持っている人がいない側から攻

めるとすぐにゴールの近くに行けるので次回もそれで

頑張りたい」と記述していた。

第 時

団体戦の同チームに対して、拍手などして応援して

いた。積極的に応援しており、同チームのゲーム後に

は、率先して拍手する姿などが見られた。また、抽出

生徒 がゲームに勝ってチームに戻る時、同チームの

女子のところに寄っていき、両手を広げて「勝ったよ

ー！」と言っていた。振り返りシートでは、「今日守

備をやってみて、スタートした時から相手の近くにい

る方がいいと思った。チーム戦をしてみて終わってい

くとしゃべれる人がいてくれるので心強いなと感じ

た」 と記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。また、今まで見ら

れなかった各チームの特徴に合わせて動こうとしてい

た。振り返りシートには、「その班の特徴に合わせ

て、突っ込んでいくのか、ちょっと控えめに行くのか

考えた方がいいと思った」と記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。待機している時

に、「ゲームどう？」と尋ねると、「頑張ってやってい

ます！」と笑顔で答えていた。「体育」のアンケート

では、「第 時より少し嫌いじゃなくなった。理由

は、今までの授業よりもやりやすかったから」と記述

していた。「運動」のアンケートでは、「第 時と変わ

らず嫌い。理由は、体を動かすのは、やはり好きにな

れないから」と記述していた。「球技」のアンケート

では、「第 時より少し嫌いじゃなくなった。理由

は、ボールじゃなくて枕だから当たっても怖くないか

ら」と記述していた。このように「まくらぐびー」を

通しての「体育」「運動」「球技」への感情が記述して

いた。まくらぐびーのアンケートでは、「やや楽しか

った。理由は、今までやってきた体育の授業で一番楽

しかったし、友達がプレーしているのを見て、応援し

たりするのがとても楽しかったから。ただチーム戦だ

ったので自分が迷惑をかけていないかなどがとても不

安だったから」と記述していた。まくらくびー全体の

振り返りと感想は以下の通りに記述していた。

考察

「手立て 」を行ったことにより、「コーンをさわ

れ」では、全員目に見えないボールを持っている状態

のゲームのため、全員参加のゲームであり、多くの運

動経験を積むことができた。また、「まくらぐびー」

は「コーンをさわれ」とルールやコートがほぼ同じで

あるため、学びが途切れずに行うことができた。した

がって、培ってきた運動経験をもとにどのように動け

ばよいか分かり、作戦を成功させることができていた。

また、抽出生徒 の第 時の「球技」のアンケートに

書いてある「怖い。うまくできない」は、ボールのこ

とであると聞いた。そのため、ゲームで枕を使用した

ことにより、恐怖心が無くなり、ゲームを行いやすく

なったと第 時のアンケートなどから考える。これら

のことから、楽しくゲームを行い、空間に走り込む動

きを学ぶことができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時、第 時
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で「困っていることが自分だけではない」という経験

をし、安心感が生まれたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、チームに適した

作戦や自己に適した動きを見つけることができていた。

このことから自己に適した動きを学ぶことができたと

考える。

「手立て 」を行ったことにより、スポーツを「み

る」ことの楽しさを感じたと、第 時の抽出生徒 の

様子や振り返りシートから考える。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 がど

のようなことを思っているのかが分かり、状況に適し

た声かけを行うことができた。また、抽出生徒 のプ

レーを見て褒めるとても嬉しそうにしており、より運

動に対する意欲が増したのではないかと、第 時のゲ

ームの動きや振り返りシートから考える。

2-8-3実践事例 3 

抽出生徒

チームは男子 人、女子 人。部活動は吹奏楽。

第 時

「体育」のアンケートでは、「嫌い。理由は、周り

ができていて自分ができていないことがあるから」と

記述していた。「運動」のアンケートでは、「嫌い。理

由は、体が動かない。思うようにできない」と記述し

ていた。「球技」のアンケートでは、「嫌い。理由は、

ボールのコントロールができない」と記述していた。

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、戸惑って

いる様子はなかった。「チームの 人が先に動いて様

子を見て、空いた空間に走り込む」という動きをして

いた。あまり成功していなかったが、楽しそうに行な

っていた。守備でも戸惑っている様子はなかった。

人に対して 人守備についていた。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、特に

反応がなかった。攻守ともに積極的に動いていた。前

回と同様の動きを行なっており、第 時と比べたら攻

守ともに成功していた。ワークシートの攻撃の所に

は、「ポジションによってビブスの位置を変える」、

「できるだけ止まらないで素早く行く」と記述してい

た。守備の所には、「 人 マーク」、「敵が下がったら

ついていかず、コーンを近くで待機する」と記述して

いた。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新

たに「目の前に来た敵を対応する。声を出す」と記述

していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、相手を

かわしてゴールする場面があった。第 時では、チー

ムで声を出し、「カバーお願い」などの声かけも行な

っていた。ワークシートの攻撃の所には、「無理に攻

めない」と記述していた。また、ゲームを振り返り、

話し合いのなかで新たに「 人がおとりになってった

ら抜けることがある」と記述していた。守備の所に

は、「 人 マーク」の図を記述していた。振り返りシ

ートには、「前回と比べれば、コーンにタッチできる

回数が増え、守備ができた時も多かった」と記述して

いた。

第 時

初めてまくらぐびーを行った。戸惑いは感じられな

かったが、うまくいかないことが多かったと感じた。

攻撃では、ゴールをしようと積極的に行なっていた。

守備では、前回までと同様で 人に対して 人守備を

ついていた。ワークシートの守備の所には、「枕を持

っている人より前の人は、パスされないからあまり注

意しなくてよい」と記述していた。

第 時

困ったことを全体共有した時、うなずいていた。主

に攻撃行った。積極的に動いており、チームでパスを

使用してゴールしようとする姿があった。おとりやパ

スをするふりをするなどの工夫をしていた。ゴールを

した時「よっしゃ！ナイスゴール！」というと「あり

がとうございます！」と嬉しそうに少し照れて言って

いた。振り返りシートには、「攻撃をする時にパスを

するふりなどをする作戦が出てきて上手くいった。最

後にいい作戦がでてきて良かった」と記述していた。

ワークシートの攻撃の所には、「パスをするふりをす

ると抜けられることがある」、「中の人が外にむかって

いって、枕をこそっともらう」、「 人おとりで 人行

く」と記述していた。

第 時

主に守備を行い、積極的に動いていた。枕を持って

いる人を抜けられないように前に詰め、守備をしてい

た。抜けられる回数がかなり減り、よい守備を行なっ

ていた。ワークシートの守備の所には、 人前に出て

人後ろにいく」と記述していた。

第 時、第 時

第 時は同団体のチームのゲーム後に拍手をしてい

た。第 時では、同団体のチームがゲームに入る前に

「頑張れー！」などの応援をチームで行い、抽出生徒

も声を出して応援していた。同チームがゲームに勝

ったら、とても嬉しそうに仲間と喜び合い、一喜一憂

していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。多くのゴールを決

めており、攻撃の技能が上達していると感じた。とて

も楽しそうにゲームを行い、まくらぐびーを終えた。

「体育」のアンケートでは、「第 時より好きになっ

た。理由は、体育はあまり好きじゃなかったけど面白

かったから」と記述していた。「運動」のアンケート

では、「第 時より好きになった。理由は、抜けられ

た時に楽しかったりしたから」と記述していた。「球

技」のアンケートでは、「第 時と変わらない。理由

は、パスなどがうまくいかずにチームに迷惑をかけた

から」と記述していた。このように「まくらぐびー」

を通しての「体育」「運動」「球技」への感情が記述し

ていた。まくらぐびーのアンケートでは、「とても楽

しかった。理由は、運動が得意じゃなくても活躍がで

きておもしろかったから」と記述していた。まくらく

びー全体の振り返りと感想は以下の通りに記述してい

た。

り、話し合いのなかで新たに「変な動きを入れる 斜

めとか 」と記述していた。守備の作戦には、「自分と

相手の距離を保つ 近すぎ×。 くらい？ 」、「スタ

ート時攻めの近く」と記述していた。第 時の振り返

りシートでは、「できる人は回転してよけたりできる

けど、私はできなかったのでやり方を考えたい。ビブ

スをとるのも相手が回転すると取りにくくなるので解

決策を考えたい」と記述していた。

第 時

枕が入ったことにより、攻撃を行う時、戸惑いなが

ら行なっていると感じた。消極的ではなく、どのよう

に動いたらいいかわからないといった様子であった。

話を聞くと、「前のゲームより難しいです」と言って

いた。ワークシートの攻撃の所には、「枕を持ってい

ない人は持っている人よりも後ろに」と記述してい

た。また、ゲームを振り返り、話し合いのなかで新た

に「枕を持っていない人はおとり→前へ出る」と記述

していた。守備の所には、「一人一人がつく 対

で 」、「枕を持っている人優先でビブスを取りに行

く」、「前の方 攻撃の近く からスタート」と記述して

いた。

第 時

困ったことを全体共有した時、うなずいていた。守

備を主に行い、今までと比べて積極的に動いていた。

チームの作戦である「 人 人につく」を行なってお

り、多くのゲームで抽出生徒 が守らなければいけな

い相手を抜けさせないことができていた。守備が成功

して笑顔が見られた。この授業で、運動を行っての笑

顔は初めて見た。抜けさせないように守れたのが、相

手が女子の時で、男子の時は頑張っていたが抜かれて

ゴールされてしまっていた。ワークシートの守備の所

には、「 人に 人がつく」と記述していた。また、ゲ

ームを振り返り、話し合いのなかで新たに「ひきすぎ

×。いい感じにひく」と記述していた。

第 時

攻撃を主に行った。第 時と同様で積極的に動いて

いた。チームが作った空間に移動して、パスをもらお

うとしている姿が見られた。その姿を見て、私はチー

ムに「惜しかったな！今○○がすごくいいところにい

たのに！あと少しだったね！」と言った。抽出生徒

は笑顔で「たまたまですよ」と嬉しそうに言ってい

た。ワークシートの攻撃の所には、「一気に攻める」、

「ビブスを相手側にしない」、「枕を持っている 人が

前に出る 真後ろにいるとパスを出す時に場所が分か

りにくい？ 」、「斜めに動く」、「とられそうになった

ら○○君へ」と記述していた。振り返りシートには、

「今まであまり動いていなかったからかあまり警戒さ

れていないので、枕を持っている人がいない側から攻

めるとすぐにゴールの近くに行けるので次回もそれで

頑張りたい」と記述していた。

第 時

団体戦の同チームに対して、拍手などして応援して

いた。積極的に応援しており、同チームのゲーム後に

は、率先して拍手する姿などが見られた。また、抽出

生徒 がゲームに勝ってチームに戻る時、同チームの

女子のところに寄っていき、両手を広げて「勝ったよ

ー！」と言っていた。振り返りシートでは、「今日守

備をやってみて、スタートした時から相手の近くにい

る方がいいと思った。チーム戦をしてみて終わってい

くとしゃべれる人がいてくれるので心強いなと感じ

た」 と記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。また、今まで見ら

れなかった各チームの特徴に合わせて動こうとしてい

た。振り返りシートには、「その班の特徴に合わせ

て、突っ込んでいくのか、ちょっと控えめに行くのか

考えた方がいいと思った」と記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。待機している時

に、「ゲームどう？」と尋ねると、「頑張ってやってい

ます！」と笑顔で答えていた。「体育」のアンケート

では、「第 時より少し嫌いじゃなくなった。理由

は、今までの授業よりもやりやすかったから」と記述

していた。「運動」のアンケートでは、「第 時と変わ

らず嫌い。理由は、体を動かすのは、やはり好きにな

れないから」と記述していた。「球技」のアンケート

では、「第 時より少し嫌いじゃなくなった。理由

は、ボールじゃなくて枕だから当たっても怖くないか

ら」と記述していた。このように「まくらぐびー」を

通しての「体育」「運動」「球技」への感情が記述して

いた。まくらぐびーのアンケートでは、「やや楽しか

った。理由は、今までやってきた体育の授業で一番楽

しかったし、友達がプレーしているのを見て、応援し

たりするのがとても楽しかったから。ただチーム戦だ

ったので自分が迷惑をかけていないかなどがとても不

安だったから」と記述していた。まくらくびー全体の

振り返りと感想は以下の通りに記述していた。

考察

「手立て 」を行ったことにより、「コーンをさわ

れ」では、全員目に見えないボールを持っている状態

のゲームのため、全員参加のゲームであり、多くの運

動経験を積むことができた。また、「まくらぐびー」

は「コーンをさわれ」とルールやコートがほぼ同じで

あるため、学びが途切れずに行うことができた。した

がって、培ってきた運動経験をもとにどのように動け

ばよいか分かり、作戦を成功させることができていた。

また、抽出生徒 の第 時の「球技」のアンケートに

書いてある「怖い。うまくできない」は、ボールのこ

とであると聞いた。そのため、ゲームで枕を使用した

ことにより、恐怖心が無くなり、ゲームを行いやすく

なったと第 時のアンケートなどから考える。これら

のことから、楽しくゲームを行い、空間に走り込む動

きを学ぶことができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時、第 時
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する」と記述していた。また、ゲームを振り返り、話

し合いのなかで新たに「左右に移動しながら、相手を

引きつける」、「 人おとり 枕を持っている人、持っ

ていない人 人突っ切るが 番安心して勝てた」と記

述していた。第 時ワークシートの守備の所には、

「タグを取らず相手を威圧する」、「枕 人に対して

人つけて、もう つに 人つく」と記述していた。

第 時、第 時

同団体チームのゲーム前後で拍手をして応援をして

いた。第 時では、ゲームに勝つことができると嬉し

そうに拍手していた。また、ゲームで足の速い生徒の

ビブスをゴールギリギリで取れたので、取った瞬間

「よし！」と手を叩いていた。第 時の振り返りシー

トには、「団体戦では今までと違った味方がいる状態

で自分がミスしてもほかに仲間がいる！と安心してゲ

ームに臨めたので良かった」と記述していた。第 時

では、「自分がやっていないときでも、ほかの味方の

応援をしたりして、全体でより良いゲームにしていき

たいです」と記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いており、チームと楽しそう

にゲームを行なっていた。「体育」のアンケートで

は、「第 時より普通よりの好きになった。理由は、

初めはできないまま点数をつけるのが嫌だったけど、

今回は紙によかったことや困ったことを毎回書いてい

たので、次の体育の時に前回どこが大事だったのかわ

かりやすかったので、直すのが明確にできたので、み

んなと楽しくできたのがよかったです」と記述してい

た。「運動」のアンケートでは、「第 時より好きにな

った。理由は、みんなで声をかけあってやったり、チ

ームのみんなと団結してできたので、より楽しく運動

ができたのでよかったです」と記述していた。「球

技」のアンケートでは、「第 時より普通になった。

理由は、枕という柔らかいものでパスなどをしてとて

も楽しかったけど、硬いボールが当たったりして怖い

ので好きにはなれないのかと思いました」と記述して

いた。このように「まくらぐびー」を通しての「体

育」「運動」「球技」への感情が記述していた。まくら

ぐびーのアンケートでは、「とても楽しかった。理由

は、みんなと声を掛け合いながら、楽しくできたし、

チームと団結ができたと思ったのでとても楽しかった

です」と記述していた。まくらくびー全体の振り返り

と感想は以下の通りに記述していた。

考察

「手立て 」を行ったことにより、運動が得意な生

徒だけのゲームにならず、チームで協力してゲームを

行う必要がある。抽出生徒 のチームは、作戦をゲー

ム中にも考えており、チームで協力していた。ゲーム

を行っていくにつれ、成功した時のチームの喜びが増

し、より楽しく行うことができていた。このことから、

ゲームを重ねていくことによりチームの団結力を深め

ることができ、ゲームを楽しく行うことができたと考

える。またゲームで枕を使用したことにより、恐怖心

が無くなり、楽しくゲームを行うことができたと考え

る。

「手立て 」を行ったことにより、第 時と第 時

で「困っていることが自分だけではない」という経験

をし、安心感が生まれたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、作戦を考える際

に、チームで話し合い、各自のワークシートに記述し

たため、どの作戦が成功やうまくいかなかったが視覚

的に明確になった。そのため今まで授業で学んだこと

が分かり、どのようにしたら作戦が成功するのか、ゲ

ームにとって大事なことはなにかを考えることが容易

になった。したがって、チーム内の話し合いも円滑に

進み、作戦を成功することができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時の振り返

りシートから仲間がいることは「心強い」と感じてい

る。仲間の大切さを感じていたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 がゴ

ールした時にチーム全員で拍手しながら「ナイス

○○！」などの声をかけていた。また、作戦が失敗し

ても、「ドンマイ！つぎつぎ！」などの声かけが抽出

生徒 に対してかけられている姿が見られた。このこ

とから、受容感を得られたのではないかと考える。

3.結果 

3-1.全体のアンケート結果

本実践を通して、第 時で記述した「体育」「運動」

「球技」に対して第 時でどのように感情の変容をし

たのか表 にまとめた。好影響を与えたとは、プラス

に変容 嫌いから少し好きになったなど した記述を指

している。悪影響を与えたとは、マイナスに変容 好

きから普通になったなど した記述を指している。

表

時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い
第1時 体育について 第1時 体育について 第1時 体育について

好影響を与えた 好影響を与えた 好影響を与えた
悪影響を与えた 悪影響を与えた 悪影響を与えた
変化なし 変化なし 変化なし

時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い
第1時 運動について 第1時 運動について 第1時 運動について

好影響を与えた 好影響を与えた 好影響を与えた
悪影響を与えた 悪影響を与えた 悪影響を与えた
変化なし 変化なし 変化なし

時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い
第1時 球技について 第1時 球技について 第1時 球技について

好影響を与えた 好影響を与えた 好影響を与えた
悪影響を与えた 悪影響を与えた 悪影響を与えた
変化なし 変化なし 変化なし

まくらぐびーの評価 まくらぐびーの評価 まくらぐびーの評価

第9時

23組　32名 24組　30名

第9時

25組　28名

第9時

楽しくなかった

第9時

第9時

とても楽しかった
やや楽しかった
普通
やや楽しくなかった
楽しくなかった

第9時

第9時

とても楽しかった
やや楽しかった
普通
やや楽しくなかった

楽しくなかった

第9時

第9時

とても楽しかった
やや楽しかった
普通
やや楽しくなかった

考察

「手立て 」を行ったことにより、「コーンをさわ

れ」では、全員目に見えないボールを持っている状態

のゲームのため、全員参加のゲームであり、多くの運

動経験を積むことができた。また、「まくらぐびー」

は「コーンをさわれ」とルールやコートがほぼ同じで

あるため、学びが途切れずに行うことができた。した

がって、「コーンをさわれ」から培ってきた運動経験

をもとにどのように動けばよいか分かり、ゲームで活

躍することができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時で「困っ

ていることが自分だけではない」という経験をし、安

心感が生まれたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、多くのゲームを

行い、チームや自己でゲームを話し合いやワークシー

トで振り返ることができた。そのため、チームに適し

た作戦や自己に適した動きを見つけることができたと

考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時と第 時

で声を出してチームを応援し、仲間と一喜一憂してい

たことから、チームで協力することの楽しさ、喜びを

感じたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 がゴ

ールした時にチーム全員で拍手しながら「ナイス

○○！」などの声をかけていた。また、作戦が失敗し

ても、「惜しかったね」や「ドンマイ！」などの声か

けが抽出生徒 に対してかけられている姿が見られた。

このことから、受容感を得られたのではないかと考え

る。

2-8-4実践事例 4 

抽出生徒

チームは男子 人、女子 人。部活動は剣道。

第 時

「体育」のアンケートでは、「嫌い。理由は、体を

動かすのが嫌いだから」と記述していた。「運動」の

アンケートでは、「嫌い。理由は、動くことよりもゆ

っくりとしていたいから」と記述していた。「球技」

のアンケートでは、「嫌い。理由は、体を動かすのが

嫌いだから」と記述していた。攻守ともに積極的に動

いていた。戸惑いは感じられなかったが、うまくいか

ないことが多かったと感じた。ワークシートにも多く

の困ったことが書いていたため、苦戦していたことが

わかった。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、うな

ずいていた。攻守ともに積極的に動いていた。攻撃で

はおとりを死角にし、タッチを試みる姿が見られた。

守備では、「常に相手が見えるポジションにいるよう

に心がけています。難しいですが」と言っていた。ワ

ークシートを見ると個人の動きやチームの作戦が多く

書いてあった。ワークシートの攻撃の所には、「スピ

ードを使い分けながらフェイントを入れる。腰を落と

しながら」、「おとりを作る」、「タグはコート外に向け

てつける」と記述していた。また、ゲームを振り返

り、話し合いのなかで新たに「おとりを死角にす

る」、「体を使って相手の手を避ける」と記述してい

た。守備の所には、「コートを広く使う」「手を使いな

がら守る」「死角を作らない。相手の必ず目に入る位

置にいる」と記述していた。また、ゲームを振り返

り、話し合いのなかで新たに「ビブス側に体を近づけ

る」「 人くらい前に出る」と記述していた。振り返

りシートには、「第 時よりうまくできたと思うの

で、第 時の時には今日の作戦を使ってゲームをした

り、新しい気づきを増やしていきたいです」と記述し

ていた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、タッチ

することができていた。その様子を見て、私は「ナイ

ス！タッチ！」と抽出生徒 にいうと「やった！うれ

しい！」とジャンプし両手を上げて喜んでいた。この

授業で生まれた作戦「 人に守備を引きつけてもらっ

て死角になるところを通ってコーンに！」が成功し、

チームとしてのタッチの回数を増えていた。守備では

ゲーム中に守備位置を変えるなど試行錯誤しながら行

っていた。ワークシートの攻撃の所には、「コートを

広く使う」、「フェイントを使う」、「おとりを前に死角

を作る」、「腰を落とす」、「体を使って避ける」、「まと

まってから散らばる」と記述していた。また、ゲーム

を振り返り、話し合いのなかで新たに「 人に守備を

ひきつけてもらって死角になるところを通ってコーン

に！」、「できればコート外側を通っていく」と記述し

ていた。守備の所には、「 人前線、 人後ろに」、「手

を使いながら守る」、「死角を作らない。相手が目に入

る位置に」、「外側に近づけないようにする」、「

にする」と記述していた。

第 時

初めてまくらぐびーを行った。攻守ともに積極的に

動いていた。攻撃では、戸惑いは感じられなかった

が、うまくいかないことが多かったと感じた。守備で

は、枕を持っている人を狙って守っており、守れてい

た。ワークシートの攻撃の所には、「 つのうち つを

おとりにする」、「体のくねりを使う」、「 人を前にし

て、マークが決まった状態で 人がゴールする」と記

述していた。守備の所には、「内側に行かせない」、

「相手と相手の間にパスカット」と記述していた。

第 時、第 時

第 時は攻撃、第 時では守備を主に行った。第

時で困ったことを全体共有した時、うなずいていた。

積極的に動いており、チームに適した作戦を攻守とも

に見つけていた。作戦が成功したら、チームで喜び合

っている姿が見られた。第 時ワークシートの攻撃の

所には、「体を使ってよけながら前に進む」、「パスを
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する」と記述していた。また、ゲームを振り返り、話

し合いのなかで新たに「左右に移動しながら、相手を

引きつける」、「 人おとり 枕を持っている人、持っ

ていない人 人突っ切るが 番安心して勝てた」と記

述していた。第 時ワークシートの守備の所には、

「タグを取らず相手を威圧する」、「枕 人に対して

人つけて、もう つに 人つく」と記述していた。

第 時、第 時

同団体チームのゲーム前後で拍手をして応援をして

いた。第 時では、ゲームに勝つことができると嬉し

そうに拍手していた。また、ゲームで足の速い生徒の

ビブスをゴールギリギリで取れたので、取った瞬間

「よし！」と手を叩いていた。第 時の振り返りシー

トには、「団体戦では今までと違った味方がいる状態

で自分がミスしてもほかに仲間がいる！と安心してゲ

ームに臨めたので良かった」と記述していた。第 時

では、「自分がやっていないときでも、ほかの味方の

応援をしたりして、全体でより良いゲームにしていき

たいです」と記述していた。

第 時

攻守ともに積極的に動いており、チームと楽しそう

にゲームを行なっていた。「体育」のアンケートで

は、「第 時より普通よりの好きになった。理由は、

初めはできないまま点数をつけるのが嫌だったけど、

今回は紙によかったことや困ったことを毎回書いてい

たので、次の体育の時に前回どこが大事だったのかわ

かりやすかったので、直すのが明確にできたので、み

んなと楽しくできたのがよかったです」と記述してい

た。「運動」のアンケートでは、「第 時より好きにな

った。理由は、みんなで声をかけあってやったり、チ

ームのみんなと団結してできたので、より楽しく運動

ができたのでよかったです」と記述していた。「球

技」のアンケートでは、「第 時より普通になった。

理由は、枕という柔らかいものでパスなどをしてとて

も楽しかったけど、硬いボールが当たったりして怖い

ので好きにはなれないのかと思いました」と記述して

いた。このように「まくらぐびー」を通しての「体

育」「運動」「球技」への感情が記述していた。まくら

ぐびーのアンケートでは、「とても楽しかった。理由

は、みんなと声を掛け合いながら、楽しくできたし、

チームと団結ができたと思ったのでとても楽しかった

です」と記述していた。まくらくびー全体の振り返り

と感想は以下の通りに記述していた。

考察

「手立て 」を行ったことにより、運動が得意な生

徒だけのゲームにならず、チームで協力してゲームを

行う必要がある。抽出生徒 のチームは、作戦をゲー

ム中にも考えており、チームで協力していた。ゲーム

を行っていくにつれ、成功した時のチームの喜びが増

し、より楽しく行うことができていた。このことから、

ゲームを重ねていくことによりチームの団結力を深め

ることができ、ゲームを楽しく行うことができたと考

える。またゲームで枕を使用したことにより、恐怖心

が無くなり、楽しくゲームを行うことができたと考え

る。

「手立て 」を行ったことにより、第 時と第 時

で「困っていることが自分だけではない」という経験

をし、安心感が生まれたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、作戦を考える際

に、チームで話し合い、各自のワークシートに記述し

たため、どの作戦が成功やうまくいかなかったが視覚

的に明確になった。そのため今まで授業で学んだこと

が分かり、どのようにしたら作戦が成功するのか、ゲ

ームにとって大事なことはなにかを考えることが容易

になった。したがって、チーム内の話し合いも円滑に

進み、作戦を成功することができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時の振り返

りシートから仲間がいることは「心強い」と感じてい

る。仲間の大切さを感じていたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 がゴ

ールした時にチーム全員で拍手しながら「ナイス

○○！」などの声をかけていた。また、作戦が失敗し

ても、「ドンマイ！つぎつぎ！」などの声かけが抽出

生徒 に対してかけられている姿が見られた。このこ

とから、受容感を得られたのではないかと考える。

3.結果 

3-1.全体のアンケート結果

本実践を通して、第 時で記述した「体育」「運動」

「球技」に対して第 時でどのように感情の変容をし

たのか表 にまとめた。好影響を与えたとは、プラス

に変容 嫌いから少し好きになったなど した記述を指

している。悪影響を与えたとは、マイナスに変容 好

きから普通になったなど した記述を指している。

表

時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い
第1時 体育について 第1時 体育について 第1時 体育について

好影響を与えた 好影響を与えた 好影響を与えた
悪影響を与えた 悪影響を与えた 悪影響を与えた
変化なし 変化なし 変化なし

時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い
第1時 運動について 第1時 運動について 第1時 運動について

好影響を与えた 好影響を与えた 好影響を与えた
悪影響を与えた 悪影響を与えた 悪影響を与えた
変化なし 変化なし 変化なし

時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い 時 内容 好き 普通 嫌い
第1時 球技について 第1時 球技について 第1時 球技について

好影響を与えた 好影響を与えた 好影響を与えた
悪影響を与えた 悪影響を与えた 悪影響を与えた
変化なし 変化なし 変化なし

まくらぐびーの評価 まくらぐびーの評価 まくらぐびーの評価

第9時

23組　32名 24組　30名

第9時

25組　28名

第9時

楽しくなかった

第9時

第9時

とても楽しかった
やや楽しかった
普通
やや楽しくなかった
楽しくなかった

第9時

第9時

とても楽しかった
やや楽しかった
普通
やや楽しくなかった

楽しくなかった

第9時

第9時

とても楽しかった
やや楽しかった
普通
やや楽しくなかった

考察

「手立て 」を行ったことにより、「コーンをさわ

れ」では、全員目に見えないボールを持っている状態

のゲームのため、全員参加のゲームであり、多くの運

動経験を積むことができた。また、「まくらぐびー」

は「コーンをさわれ」とルールやコートがほぼ同じで

あるため、学びが途切れずに行うことができた。した

がって、「コーンをさわれ」から培ってきた運動経験

をもとにどのように動けばよいか分かり、ゲームで活

躍することができたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時で「困っ

ていることが自分だけではない」という経験をし、安

心感が生まれたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、多くのゲームを

行い、チームや自己でゲームを話し合いやワークシー

トで振り返ることができた。そのため、チームに適し

た作戦や自己に適した動きを見つけることができたと

考える。

「手立て 」を行ったことにより、第 時と第 時

で声を出してチームを応援し、仲間と一喜一憂してい

たことから、チームで協力することの楽しさ、喜びを

感じたと考える。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 がゴ

ールした時にチーム全員で拍手しながら「ナイス

○○！」などの声をかけていた。また、作戦が失敗し

ても、「惜しかったね」や「ドンマイ！」などの声か

けが抽出生徒 に対してかけられている姿が見られた。

このことから、受容感を得られたのではないかと考え

る。

2-8-4実践事例 4 

抽出生徒

チームは男子 人、女子 人。部活動は剣道。

第 時

「体育」のアンケートでは、「嫌い。理由は、体を

動かすのが嫌いだから」と記述していた。「運動」の

アンケートでは、「嫌い。理由は、動くことよりもゆ

っくりとしていたいから」と記述していた。「球技」

のアンケートでは、「嫌い。理由は、体を動かすのが

嫌いだから」と記述していた。攻守ともに積極的に動

いていた。戸惑いは感じられなかったが、うまくいか

ないことが多かったと感じた。ワークシートにも多く

の困ったことが書いていたため、苦戦していたことが

わかった。

第 時

困ったこと、気づいたことを全体共有した時、うな

ずいていた。攻守ともに積極的に動いていた。攻撃で

はおとりを死角にし、タッチを試みる姿が見られた。

守備では、「常に相手が見えるポジションにいるよう

に心がけています。難しいですが」と言っていた。ワ

ークシートを見ると個人の動きやチームの作戦が多く

書いてあった。ワークシートの攻撃の所には、「スピ

ードを使い分けながらフェイントを入れる。腰を落と

しながら」、「おとりを作る」、「タグはコート外に向け

てつける」と記述していた。また、ゲームを振り返

り、話し合いのなかで新たに「おとりを死角にす

る」、「体を使って相手の手を避ける」と記述してい

た。守備の所には、「コートを広く使う」「手を使いな

がら守る」「死角を作らない。相手の必ず目に入る位

置にいる」と記述していた。また、ゲームを振り返

り、話し合いのなかで新たに「ビブス側に体を近づけ

る」「 人くらい前に出る」と記述していた。振り返

りシートには、「第 時よりうまくできたと思うの

で、第 時の時には今日の作戦を使ってゲームをした

り、新しい気づきを増やしていきたいです」と記述し

ていた。

第 時

攻守ともに積極的に動いていた。攻撃では、タッチ

することができていた。その様子を見て、私は「ナイ

ス！タッチ！」と抽出生徒 にいうと「やった！うれ

しい！」とジャンプし両手を上げて喜んでいた。この

授業で生まれた作戦「 人に守備を引きつけてもらっ

て死角になるところを通ってコーンに！」が成功し、

チームとしてのタッチの回数を増えていた。守備では

ゲーム中に守備位置を変えるなど試行錯誤しながら行

っていた。ワークシートの攻撃の所には、「コートを

広く使う」、「フェイントを使う」、「おとりを前に死角

を作る」、「腰を落とす」、「体を使って避ける」、「まと

まってから散らばる」と記述していた。また、ゲーム

を振り返り、話し合いのなかで新たに「 人に守備を

ひきつけてもらって死角になるところを通ってコーン

に！」、「できればコート外側を通っていく」と記述し

ていた。守備の所には、「 人前線、 人後ろに」、「手

を使いながら守る」、「死角を作らない。相手が目に入

る位置に」、「外側に近づけないようにする」、「

にする」と記述していた。

第 時

初めてまくらぐびーを行った。攻守ともに積極的に

動いていた。攻撃では、戸惑いは感じられなかった

が、うまくいかないことが多かったと感じた。守備で

は、枕を持っている人を狙って守っており、守れてい

た。ワークシートの攻撃の所には、「 つのうち つを

おとりにする」、「体のくねりを使う」、「 人を前にし

て、マークが決まった状態で 人がゴールする」と記

述していた。守備の所には、「内側に行かせない」、

「相手と相手の間にパスカット」と記述していた。

第 時、第 時

第 時は攻撃、第 時では守備を主に行った。第

時で困ったことを全体共有した時、うなずいていた。

積極的に動いており、チームに適した作戦を攻守とも

に見つけていた。作戦が成功したら、チームで喜び合

っている姿が見られた。第 時ワークシートの攻撃の

所には、「体を使ってよけながら前に進む」、「パスを
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教科指導重点コース 造形・創造科学系

牧原 楓

ⅠⅠははじじめめにに

中学校学習指導要領 平成 告示 解説保健体育編

において、「健康な生活と運動やスポーツとの関わり

を深く理解したり、心と体が密接につながっているこ

とを実感したりできるようにすること」が求められて

いる。さらに、保健分野と体育分野の関連を図ること

が求められている。また、「ストレス社会」と呼ばれ

る現代では、ストレスと付き合っていくことが不可欠

であると考えられる。これらを踏まえ、

➀教科内におけるカリキュラム・マネジメントを

踏まえた授業づくり

➁保健分野の学習の充実

➂子どもの意見を反映できる授業づくり

を行う必要があると考えた。

そこで、本稿では「教科内カリキュラム・マネジメ

ント」の視点を取り入れた中学校第 学年の保健分野

の「欲求やストレスへの対処と心の健康」と体育分野

の「 球技」の実践から成果と課題を報告するととも

に新たな保健体育科の授業モデルを提案する。

ⅡⅡ主主題題設設定定のの理理由由

 保保健健とと体体育育のの関関連連性性ににつついいてて

文部科学省 の中学校学習指導要領 平成 年

告示 解説保健体育編において、体育分野と保健分野

の関連を図った指導の充実について、内容の取扱いに

おける配慮事項の改善が示された。

資資料料 内内容容のの取取扱扱いいににおおけけるる配配慮慮事事項項ににつついいてて

文部科学省（ ）は、体育分野と保健分野で示さ

れた内容については、相互の関連が図られるよう留意

することを示し、具体的には、体育分野の「 体つく

り運動」と保健分野の「欲求やストレスへの対処と心

の健康」を関連させることや、体育分野の「 水泳」

と保健分野の「応急手当」を関連させることなどを取

り上げている。このことから、保健分野と体育分野の

関連性を持った具体的な学習を展開する必要があると

考えた。

日野 は、体育理論領域と保健分野を関連付け

る授業づくりについて「それぞれの分野での研究成果

や知見を共有し、体育と保健の連携を強化していく必

要がある」と述べているが、保健分野と体育理論の領

域以外の領域に関連を持たせた授業づくりに関する記

述は見られない。

中村 は、「からだの学習」を挙げ、からだの

「つくり・しくみ・はたらき」がからだの中で「つな

がり合って働いていること」を、運動を通して認識す

ることをねらいとした授業づ

くりを提案している。この保

健分野と体育分野の関連を右

図のように示す。からだの変

化における科学的根拠は、か

らだの変化や感情の変化として表れてくると考え、実

践では心拍数や呼吸に視点をおいて、持久走や長距離

走と関連させている。しかし、この実践は「運動にお

ける体とのかかわり」に視点をおき、「運動における

心と体のかかわり」とは言えないと考えた。そのため、

今回の実践では「運動における心と

体のかかわり」に着目した授業実践

を行う。今回の実践で目指す保健分

野と体育分野の関連を右図のように

示す。

 スストトレレススへへのの対対処処ににつついいてて

文部科学省 の中学校学習指導要領 平成 年

告示 解説保健体育編において、保健分野には新たに

“技能”の内容が示された。

資資料料 保保健健分分野野ににおおけけるる知知識識及及びび技技能能ににつついいてて

この資料から、生徒が感じている不安や嫌な気持ち

心と体を一体としてとらえる保健体育科の授業実践

―保健分野と体育分野の関連に着目してー

「保健体育分野においては、生涯にわたって健康を保持

増進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の

育成を重視する観点から、健康な生活と運動やスポーツ

との関わりを深く理解したり、心と体が密接につながっ

ていることを実感したりできるようにすることの重要性

を改めて示すとともに、体育分野と保健分野の関連を図

る工夫の例を新たに示した。」

心身の機能の発達と心の健康

エ 欲求やストレスへの対処と心の健康

㋑欲求やストレスとその対処

「リラクセーションの方法等を取り上げ、ストレスによ

る心身の負担を軽くするような対処の方法ができるよう

にする。」

アンケートを見ると多くの生徒が「体育」「運動」「球

技」に対しての感情ではなく、「まぐらぐびー」を通

しての「体育」「運動」「球技」への感情が記述してい

た。「体育」の面では、チームで協力することの楽し

さ、喜び、大切さを感じている記述が多く見られた。

「運動」の面では、体を動かすことの楽しさや仲間と

運動することの楽しさを感じている記述が多く見られ

た。「球技」の面では、枕を使用したことに対しての

記述やチームで協力することの楽しさ、喜び、大切さ

を感じている記述が多く見られた。

3-2.本実践における「易しいゲーム」の効果 

「易しいゲーム」を行ったことにより、どのような

効果があったのか抽出生徒などから考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 や

他の生徒の第 時のアンケートの記述から、「チーム

のみんなと体育で協力し合いやるのが楽しいと感じた」

などの記述が多く見られた。さらに、抽出生徒 、

のようなボールに対して苦手意識がある生徒の第 時

の「球技」のアンケート結果から、「枕だから当たっ

ても怖くない」などの記述が多く見られた。このこと

から「チームで協力することの楽しさ、喜び、大切さ

を感じることができた」、「枕を使用したことにより、

ボールに対する恐怖心が無くなり、誰でもゲームを楽

しく行うことができた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 、

や他の生徒は、困ったことを全体共有している時、

頷いたり、「わかる」や「確かに」などの同意する声

を上げたりしていた。このことから、「困っているこ

とが自分だけではないという経験をし、安心感が生ま

れた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 、

や他の生徒の第 時と第 時のゲーム中の動きの違

いやワークシートなどから、自己に適した動きを見つ

け、空間を作り、空間に走り込むことができている生

徒が多かった。また、抽出生徒 や他の生徒の第 時

のアンケートから、「紙に書くことによりゲームで大

事な部分を明確にすることができた」などの記述があ

った。このことから、「空間に走り込む動きを学ぶこ

とができた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 や

他の生徒の振り返りシートや第 時のアンケートから、

「友達がプレーしているのを見て応援したりするのが

とても楽しかった」や「団体戦では今までと違った味

方がいる状態で自分がミスしてもほかに仲間がいる」

などの記述が見られた。このことから、「スポーツを

「みる」ことの楽しさを感じることができた」、「チー

ムで協力することの楽しさ、喜び、大切さを感じるこ

とができた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 、

、 や他の生徒のゲームの動きや様子、第 時のアン

ケートなどから、ゲームに意欲的に取り組むことがで

きていたことがわかった。このことから、「チームで

協力することの楽しさ、喜び、大切さを感じることが

できた」、「受容感を得られることができ、運動に対す

る意欲が高くなった」と考えた。

3-3.研究仮説の考察 

ゴール型球技の「易しいゲーム」の教材開発と実践

を行うこと（必要な手立てを施した実践）により、検

討の余地は残るが、誰もが運動の楽しさや喜びを味わ

える保健体育科の授業づくりを目指すことができたと

と から考える。なお、誰もが運動の楽しさや

喜びを味わえるということは、本研究の「易しいゲー

ム」は「体育」の見方・考え方にとどまらず、「運動」

や「球技」の見方・考え方への効果の範囲を広げ、豊

かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育

成につながる契機となった可能性があると と

から考える。

4.課題 

組の多くの生徒が、第 時で飽きてゲームを行っ

ている様子だった。生徒に話を聞くと「ずっと同じ感

じで飽きた」や「第 時で終わっていれば飽きなかっ

たと思う」と言っていた。また、 組以外にも 組

の 名が第 時のアンケートに記述していた。 組の

多くの生徒が「飽きた」と答えた要因として、学級閉

鎖により第 時と第 時の学びが途切れてしまったた

め、「コーンをさわれ」を 時間多く行った。そのた

め、手立て を実施できず、手立て を第 時まで行

ったので、飽きてしまったと考えた。また、 組の

名が第 時のアンケートに記述していたことから、他

にも「飽きた」と思っている生徒がいたと考える。そ

のため、常に生徒の学びが変化することに対応する

「易しいゲーム」になるには、教師から提示した「易

しいゲーム」を固定化せず、生徒と教師が授業の中で

つくる「易しいゲーム」の開発が必要であると考える。

今後の授業づくりの追究点としたい。
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